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 Biological characteristics of three M. gordonae strains which caused infection in 

humans were compared with those of the strains considered as non-pathogenic . Two 
strains were isolated from patients with lung infection and another strain from left 

metacarpophalangeal joint abscess. These three strains were compared in respect to 91 

characters with 22 strains recieved as M. gordonae.

 Of the three pathogenic strains, 1) two strains showed rough colonies, 2) all three 

strains were resistant to NH 2 OH (500 ƒÊg/ml), 3) no strain utilized pyruvate as the sole 

source of carbon in the presence of ammoniacal nitrogen, and 4) only one strain utilized 

urea and pyrazinamide, and no strain utilized nicotinamide as the sole source of nitrogen
. 

In contrast, of the 22 non-pathogenic strains, 1) only 4 strains (18%) showed rough colonies
, 

2) only 5 strains (23%) were resistant to NH 2 OH (500 ƒÊg/m l) , 3) 16 strains (73%) utilized 

pyruvate as the sole source of carbon , and 4) 21, 22 and 19 strains utilized urea, pyrazina

mide and nicotinamide, respectively, as the sole source of nitrogen.
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緒 口

Mycobacterium gordonaeはRunyon (1959) 1)の

GroupIIに 属 す る。 非 定 型 抗酸 菌 の原 因菌 種 は1980年

代 に 入 り 多 様 化 して き て お り2)～4),M.gordonaeに

よ る感 染症 を報 告 す る論 文 が数 編 発 表 さ れて い る。 しか

しな が らそ れ らの 報告 す べ て がM.gordonaeに よ る感

染症 とす る に は 根 拠 が 不 十 分 で あ る5)。

本報 で は,1985～1986年 に経験 したM.gordonae

によ る肺感染症2例 と左第5MP関 節 膿瘍1例 よ り分離

された菌3株 の生物学的特徴を一般のM.gordonae保

存株 と比較 してみた。

研 究 方法

研究対象 とな った感染株は肺感染症2例(国 立療養所

近畿 中央 病院 内科),及 び第5MP関 節膿瘍1例(名 古

屋掖 済会 病院 整形 外科)よ り分離 されたM.gordonae

3株 であ る。対照 とな る標準株は国立療養所 中部病院保

存株23株 で あ り,そ の菌株名をTable1に 表示 した。

なお この うちT12359(ATCC23403)はTween水 解

(-),EB耐 性(+)で あ りM.8crofulaceumの 誤 りと考

え られ たの で対照 群 か ら除外 し,22株 とした。 これ ら

の菌 株 は東村 らに よる既報6)7)の 方法に従い91の 性状

を調べた。

 Table 1. Strains Used in This Study

a No.1•`3 : Strains which caused infection in humans. 

No. 4•`26 : Strains received as M. gordonae.

b (1) R. Bonicke, Forschungsinstitut Borstel, Borstel, West Germany. 

(2) American type culture collection, Rockville, Maryland, U. S. A.
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研 究 結果

M.gordonaeの 感 染 群3株 と 対 照 群22株 の 各 性 状

の 陽 性 率 をTable2に 表 示 した 。 対 照 群は す べ て が 遅

発 育 性 で,0.2%picric acid含 有Sauton寒 天 培 地 に

発 育 せ ず,暗 所 培 養 で 着 色 集 落 を 形 成 し,GroupIIに

属 す る1)。Tween水 解(+),EB耐 性(-),硝 酸 還 元(-),

45℃ 発 育(-)で あ りM.gordonaeと 同定 さ れ た 。 対 照

群 の う ち1株 は 硝 酸 還 元 が 弱 陽 性 で あ りM.szulgai

との 鑑 別 が 問 題 と な った 。集 落 がS型 で あ り,NH3の

存 在 下 でGlucose,n-Propanol,n-Butanol,iso

ButanolをC源 と して 利 用 で き る こと か ら,硝 酸 還 元

が 弱 陽性 を呈 す るM.gordonaeと 考 え られ た。

感染群で は3株 中2株 がR型 集落 を呈 したの に対 し,

対 照群 で はR型 を呈 した もの は22株 中4株(18%)

しかな か った。 また感 染群で は3株 すべてがNH2OH

500μg/mlに 耐性 で あったの に対 し,対 照群では22株

中5株(23%)し か耐性を示 さなか った。

 Table 2. Comparison of Positive Characters 

between Two Groups
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更 にC源 及 びN源 の利 用の仕方 に も両群 間に差異 が

み られた。即 ち感染群 ではNH3の 存在下 にC源 として

Pyruvateを 利 用で きた ものは3株 中1株 もな く,対 照

群で は22株 中16株(73%)が 利用 できた。

N源 の利 用 能 に つ い て み る と感 染 群 で はGlycerolの

存 在 下 にUrea,Pyrazinamide,NicotinamideをN

源 と して 利 用 で きた もの は3株 中 各 々1株,1株,0株

で あ った 。 これ に対 し対 照 群 で は22株 中 各 々21株(95

%),22株(100%),19株(86%)が 利 用 で き た。

こ れ らの 中 で,NH2OH500μg/mlに 対 す る 耐 性

度 の 違 い 及 びN源 と し て のUrea,Pyrazinamide,

Nicotinamideの 利 用 能 の 違 い に両 群 間 で 統 計 学 的 有

意 差 が み られ た(x2-test;p<0.05)。

考 察

M.gordonaeは 我 々 の環境特に水,土 壌 の中にご く

普 通 に見 出 さ れ る菌 であ り,一 般に非病原性 と考 え ら

れ てい る8)。 とこ ろが 最近 にな って,こ の環境 中に常

在す る菌の感染症が相次いで報告 されてい る。 しか し,

これ らの報告を詳細 に検討 してみ ると原因菌の同定に問

題 があ った り,同 定 が確 かであ って も感染症 とす る根

拠 に乏 しか った り して,報 告 された症 例す べ てがM.

gordonaeに よる感 染症 とは言 い難 い5)。M.gordo

naeと 確実 に同定 され るためには他のGroupII抗 酸菌

す べて か ら区別 されなければな らない。 またGroupIV

に属 す るM.thermoresistibleもM.gordonaeに 類

似 して お り鑑別 の必要が ある。即 ち,M.gordonaeは

M.scrofulaceumか ら,longrods(+),Tween水 解

(+),EB耐 性(-),42℃ 発育(-)の 性状 によって区別 され,

M.xenopiか ら は,Tween水 解(),EB耐 性(-),

Catalase反 応(半 定量)(+),28℃ 発育(+),45℃ 発育(-)

に よ り区 別 され る。 しか し,M.szulgaiと の区別点 は

少 な く,鑑 別が容易でない場合が多い。S型 集落で,硝

酸還 元(-)で あ るこ とが区別点 にな るが,今 回の研究で

もR型 のM.gordonaeが4株,硝 酸 還元 が弱陽性の

M.gordonaeが1株 あ った。 また当研究室で最近,継

代 に よ ってR型 に変異 したが,分 離当初 はS型 集落を

形 成 したM.szulgaiを1株 経験 してお り,上 述 の区別

点 のみで は完全 とは言 い難 い。 なおこの両者の鑑別 につ

いては続報 の予定で ある。

今回のヒ トに感染症 を起 こしたと考 え られる原因菌 は,

い ず れ も遅 発 育 性 でlongrods(+),硝 酸 還 元(-),

Tween水 解(+),EB耐 性(-),45℃ 発育(-)で あ りM.

gordonaeで 間 違 いない と思われた。M.gordonaeの

感染株 と,そ うでない株 との間の生物学的性状を調べ た

報告 は見 当 た らない。我々 は感染群3株 と対照群22株

につい て91の 性 状 を調べ両者を比較 した。感染群の株

数が3株 と少な く,今 回の結果が感染菌の生物学的特徴

を明示 した とは言えないが,以 下のよ うな差異を見出す

ことができた。

感染 群 は対 照 群 に比 して ①R型 集 落 を 形 成 す るこ

とが多い こと,②NH2OH500μg/mlに 対す る耐性度

が高 い こ と,③C源 と してPyruvate利 用す ることが

少 な い こ と,④N源 と してUrea,Pyrazinamide,

Nicotinamideを 利 用す る こ とが少 な いこと,な どい く

つかの違 った性状 がみ られた。特 に② 及び④ の差 異に統

計学 的有意差 がみ られた。 しか しなが ら,こ れ らの性状

の違 いのみか ら両者 を分け ることは,感 染 菌の株 数が少

な く,ま た非 病原性菌 と考え られてい る対 照群 の中 にも

その性状 に若干 の違いを有す る株 もみ られ ることか ら,

まだ不可能 と言 わざ るを えない。

M.8ordonaeな ど以前は非病原性 菌と考 え られていた

非定型抗酸菌に よる感染症が増加 しつつあ る現在2)～4),

感染菌の正確な同定を行い,そ の生物学的特徴を明 らか

にす ることが より一層重要な ことと考え られ る。

結 論

M.gordonaeが ヒ トに感染症 を起 こす ことは稀で あ

る。1985～1986年 に肺感染症2例,左 第5MP関 節膿

瘍1例 か ら分離 したM.gordonae3株 の生物学 的特徴

を,保 存株22株 を対象 として比較検討 した。

感 染 群 で は3株 中2株 がR型 集 落 を呈 した の に対

し,対 照 群 ではR型 集 落を呈 した もの は22株 中4株

(18%)し か なか った 。また感 染 群で は3株 す べ てが

NH2OH500μg/mlに 耐性であ ったが,対 照群では22

株 中5株(23%)し か耐 性でなか った。更にC源 及び

N源 の利 用 の仕 方 に も違 いがみ られた。感染群 はC源

と してPyruvateを,N源 と してUrea,Pyrazina

mide,Nicotinamideを 利 用す る ことが少 な く,こ れ

に対 し対 照群 はその殆 どが これ らをC源 及びN源 と し

て利用す ることがで きた。
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